
現代社会と日本語
第２回 方言と社会 

授業は8:50からはじめます。 
Teamsの投稿欄に書かれているコメントスクリーンの 

リンクから，コメントをできるようにしておいてくれると 
スムーズです。 

PCでなくスマホでコメントしたいときは 
画面上のQRコードから入れます。
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導入 みなさんはこれをなんと呼びますか？





導入 みなさんはこれをなんと呼びますか？







クラスのことば地図を作成しよう
① Teamsに書かれたURLのフォームから，自分の出身地（市町村くらいま

で）と，該当することばを書き込む。（名前はニックネームやハンドル
ネームでOKです） 

② 南浦の方で，それをデータベースにgooglemapに反映させ，URLを共有し
ます。 

③ クラスのみんなで方言地図として可視化します。 

思考
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方言と社会，の学びから得られる言語と社会への視線
命題４ 
方言の分布には，いくつかのパターンがある。その拡大や影響には，地域同
士の交流や社会的な権威関係が表れる。（例：方言周圏論）

命題

命題５ 
社会的な権威関係や影響は，歴史的蓄積の中で，方言は消滅方向にあるもの
も多い。

命題６ 
近年は方言の再評価もあり，地域おこしなどにつながることもあるが，それ
が「非日常性としての方言」であればやはり維持には限界もある。

命題７ 
方言はコミュニティ形成のツールとなるが，一方で集団を堅く結びつける作
用を持つ。これは方言だけでなく，「言語」の持つ特性の１つで，この言語
の集団形成作用は内部の結束性にも，外部の排他性にもつながりうる。




